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測

専門は自然地理学。地理情
報システム（GIS）やドローン
観測を用いて、土砂災害の
発生要因の地域性を、地形・
地質・気候・植生等の自然地
理学的要素から総合的に解
明する研究を行う。

ドローンで撮影した阿蘇火山での山崩れ（冬の草原）。豪雨と地震に伴う
山崩れが混在する。初めて現地を訪れた際、高密度な山崩れを目の当たり
にし、近年繰り返し山崩れが発生していたことからも、このままでは山がなく
なってしまうのではないかと心配になったのを鮮明に覚えています。

学生ボランティア
と福祉施設のマ

ッチングで

起業したmusbu
nの鈴村萌芽さん

がプレゼン

齋藤 仁

理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生
がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

　この授業では、サステナブル・アン
トレプレナーシップについて、会社ビ
ジネスモデルの変化から業界共通の
意識までトータルで学びました。論
文を要約して発表し、先生と受講生

たちと討論しながら進んでいく形で、みんなの考え方まで
知ることができて、自分にとって吸収できることが多いとこ
ろが魅力的です。また、私の研究では、環境規制と製造業
の生産性の関係の実証分析を行っています。環境規制に
対して、業界共通の意識が動いているかもしれないので、
今後リーディングカンパニーの行動について分析したいと
考えています。

　「スタートアップ創出元年」と位置づけ、勢いのあるスタートアップ企業の育成をめ

ざす日本。名古屋大学でも、東海地区国立５大学で始めた起業家育成プロジェクト

「Tongali（とんがり）」を実施し、アイデアピッチコンテストでは熱い戦いが繰り広げら

れています。そうした中、涌田先生の授業は、「起業とサステナブル・アントレプレナー

シップ（持続可能な企業家活動）」をテーマに、欧米で増えつつある「サステナブル・ア

ントレプレナーシップ」について、海外の論文を読み研究動向を共有しながら、それを

取り巻く社会・経済について議論することをねらいとしています。「Ｚ世代の出現で意識も変わり、社会的な課

題を解決しようとする人たちも増えてくるでしょう。でも企業家だけを単体として見るのではなく、それを支援する

人や金融システムについての理解が必要」と涌田先生。

　時には、実際に起業した方をゲストに招き、起業した動機や事業内容につ

いて話を聞いたり、学生自身が、自分の国の社会的課題を挙げて、その解決策

を発表することで問題解決の糸口を探る機会を設けることも。「実際に起業を

勧めているわけではないですが、どのように解決するか（Hoｗ）だけではなく、そ

もそも何が問題で（What）、なぜこのようなことになっているのか（Why）を突き

詰めることが大事。まさにこれがアントレプレナーの精神で、こういう思考パター

ンはどんな場面でも役に立つと思います」。社会問題や環境問題について課

題を見出し、解決に取り組む視点は、ますます求められていきます。
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ドローンを用いて山崩れを予測する

取り巻く社会 経済にく 会 済

　この授業では、サステナビリティや起
業家精神に関する経営組織論、社会起
業家精神に関する経営学の知識を学ぶ
ことができます。授業では、指定された
論文について順番に発表し、質疑応答
や討論を行う形式で進められます。この

アプローチは、論文の内容を深く理解するだけでなく、教員や
他の学生との思考的なつながりを築くのにも役立ちます。
　先生が起業した学生を招待して経験を共有する授業は、私
に深い印象を与えました。同じ年齢でありながら、既に学んだ
理論を実践に移している学生がいることを知り、驚きました。
皆さんの話を聞くことで、人生には様 な々可能性があることを
知りました。このような授業は非常に意義深く、重要だと感じ
ています。
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日
本
列
島
は
湿
潤
変
動
帯
に
位
置
し
、
地

震
、
火
山
活
動
、
豪
雨
に
伴
う
自
然
災
害
が

頻
発
し
ま
す
。
特
に
山
間
地
域
で
は
豪
雨
や

地
震
に
伴
い
土
砂
災
害
が
頻
発
し
、
そ
の
把

握
や
予
測
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
斜
面
が
ど
の
よ
う
な
条
件

で
崩
れ
た
の
か
を
分
析
し
、
山
崩
れ
の
起
こ

り
や
す
さ
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
防

災
対
策
に
も
繋
が
る
重
要
な
課
題
で
す
。

　

近
年
、
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
が

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ

ー
ン
を
用
い
る
と
、
人
工
衛
星
画
像
や
有
人

航
空
機
よ
り
も
鮮
明
に
、
ま
た
地
上
の
視
点

か
ら
は
困
難
な
、
地
表
を
俯
瞰
す
る
写
真
・

映
像
を
取
得
で
き
ま
す
。
特
に
レ
ー
ザ
ー
測

量
や
、
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の
写
真
に
S
f
M
多

視
点
ス
テ
レ
オ
写
真
測
量
と
呼
ば
れ
る
技
術

を
適
用
す
る
こ
と
で
、
地
表
の
3
次
元
形
状

を
高
解
像
度
（
〜
数
cm
程
度
）
に
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
高
い
空
間
解
像
度
だ
け

で
な
く
、
観
測
に
必
要
な
コ
ス
ト
も
低
く
、

従
来
は
不
可
能
で
あ
っ
た
高
頻
度
な
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
地
形
学
分
野
に
お
い
て
も
、
ド
ロ
ー
ン

を
用
い
て
、
斜
面
地
形
、
変
動
地
形
、
火
山

地
形
、
河
川
地
形
、
海
岸
地
形
な
ど
に
関
す

る
研
究
が
多
数
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

阿
蘇
火
山
で
は
、
近
年
、
豪
雨
と
地
震
に
伴

う
山
崩
れ
が
多
発
し
ま
し
た
（
写
真
）
。
阿

蘇
火
山
は
巨
大
火
砕
流
噴
火
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
カ
ル
デ
ラ
を
有
し
、
そ
の
中
央
に
は

中
央
火
口
丘
が
存
在
し
ま
す
。
阿
蘇
火
山
の

斜
面
は
草
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
日
本
最

大
級
の
草
原
景
観
が
有
名
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
斜
面
に
は
火
山
灰
が
厚
く
堆
積
し
て
山

崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く
、
過
去
繰
り
返
し
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
2

年
豪
雨
と
2
0
1
6
年
熊
本
地
震
に
お
い
て

も
、
多
数
の
山
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
ド
ロ
ー
ン
で
高
精
細
に
観
測
し
た
結

果
、
従
来
は
見
逃
さ
れ
て
き
た
小
規
模
な
山

崩
れ
が
土
砂
流
出
量
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
結
果
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
2
年
豪
雨
に
よ
る
山
崩
れ
に
よ
り
そ

の
上
部
斜
面
が
不
安
定
と
な
り
、
2
0
1
6

年
熊
本
地
震
に
よ
り
さ
ら
に
山
崩
れ
が
発
生

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在

も
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
観
測
を
継
続
中
で
あ

り
、
土
砂
災
害
予
測
に
向
け
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

詰めることが大事。こ が 。




